
 

 

Copyright (C) 2019 レポート作成者名 All Rights Reserved. 

- 1 - 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「き」で始まる語彙辞典 
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 はじめに 

 

こちらの語彙辞典は、 

小説投稿サイト『小説家になろう』で公開している 

【小説・ラノベの書き方講座｜ビジネス思考の創作論】の中の 

『小説・ラノベの文章表現を豊かにする 50音別の語彙辞典』を 

ＰＤＦレポート形式に整理したものです。 

 

 

多くの語を記憶することで、 

あなたの文章表現力は 

今よりも豊かなものとなります。 

 

『１日５語ずつ』などのように目標を決めて、 

今の自分が知らない語を暗記していきましょう。 

 

 

なお、こちらの語彙辞典は 

ノマドクリエイターのショウヘイが 

趣味の一環で制作したものです。 

 

商用で販売するつもりは一切ないので、 

あなたの友人・知人の作家仲間に 

自由に配布してくださって構いません。 
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 「き」で始まる語彙辞典（マイナー） 

 

き‐あん【起案】 

［名］(スル) 

公式文書などの草案を作ること。起草。「会則を―する」 

 

 

き‐うけ【気受け】 

他人が、その人に対して持つ好悪の感情。受け。「世間の―がよい人」 

 

 

き‐うつ【気鬱】 

［名・形動］ 

気分がはればれしないこと。また、そのさま。「―な日々」 

 

 

き‐えい【機影】 

飛んでいる、飛行機の姿。また、そのかげ。「レーダーが―をとらえる」 

 

 

き‐か【奇禍】 

思いがけない災難。「―に遭う」 

 

 

き‐かん【奇観】 

珍しい眺め。ほかでは見られないような風景。「―を呈する」 

 

 

き‐かん【飢寒】 

食べ物がなく、寒さに凍えること。飢えと寒さ。「―に耐える」  
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き‐き【帰期】 

帰る時期。帰る時。「―を待ちわびる」 

 

 

きぎょう‐おうだん【企業横断】 

ある目標の下に企業と企業をつないで作業すること。「―型の情報検索」 

 

 

き‐けい【奇景】 

珍しくすぐれた景色。 

 

 

聞(き)けば気の毒見れば目の毒 

知らないでいればそれで済むことも、見たり聞いたりすれば欲望が起こって心身の

害になるということ。 

 

 

き‐こう【奇効】 

思いがけない効果。不思議な効き目。「―を奏する」 

 

 

き‐さい【機才】 

すばやく才気の働くこと。機敏な才知。「―が利く」 

 

 

き‐し【愧死】 

［名］(スル) 

恥ずかしさのあまり死ぬこと。また、死ぬほど恥ずかしい思いをすること。慚死(ざ

んし)。  
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き‐しん【寄進】 

［名］(スル) 

神社や寺院に金銭や物品を寄付すること。 

 

 

き‐せい【規整】 

［名］(スル) 

規律を立てて物事を正しくととのえること。「風紀を―する」 

 

 

き‐たく【寄託】 

［名］(スル) 

物品などを他人に預け、その処置や保管を頼むこと。「故人の蔵書を市に―する」 

 

 

きちがい‐あめ【気違い雨】 

晴れたかと思うと、また急に降ってくる雨。 

 

 

き‐ちゅう【奇中】 

① 不思議に的中すること。 

② 不思議な物事がいくつかあるそのうち。「―の奇」 

 

 

きちゅう‐はく【機中泊】 

飛行機の中で夜を過ごすこと。旅行などで、一泊分を機中で過ごすことをいう。 

 

 

きつね‐びより【狐日和】 

照っているかと思えば雨が降ったりするような天気。  
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きゅう‐ぎ【旧誼】 

古いなじみ。昔のよしみ。旧好。「―に免じてお許しください」 

 

 

きゅう‐こう【休耕】 

［名］(スル) 

田畑の耕作を、一時やめること。「―田」 

 

 

きゅう‐さん【急霰】 

にわかに降ってくるあられ。また、その音。「―のような拍手」 

 

 

きゅう‐そう【璆鏘】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

玉や金属が触れ合って美しく鳴り響くさま。また、詩や歌などの旋律の美しいさま。

「琳琅(りんろう)―として鳴るじゃないか」〈漱石・吾輩は猫である〉 

 

 

きょう‐き【侠気】 

弱い者を助けようとする気性。おとこぎ。「―に富んだ人」 

 

 

きょう‐けん【恭謙】 

［名・形動］ 

慎み深く、へりくだること。また、そのさま。「―な態度で人に接する」 

 

 

きょう‐さつ【恐察】 

［名］(スル) 

他人の事情を推察することをへりくだっていう。拝察。  
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きょう‐しき【強識】 

記憶力がよく、物事をよく知っていること。強記。「博覧―」 

 

 

きょうしゅ‐ぼうかん【拱手傍観】 

［名］(スル) 

手を出さないで、ただ、ながめていること。 

 

 

きょう‐せい【叫声】 

さけび声。「―あがる」 

 

 

きょう‐せい【嬌声】 

こびを含んだ女性のなまめかしい声。「―を上げる」 

 

 

きょう‐たい【嬌態】 

こびを含んだ女性のなまめかしい振る舞いや態度。 

 

 

きょう‐とう【狂騰】 

［名］(スル) 

物価・株価などが非常な勢いで上がること。「消費者物価が―する」 

 

 

きょう‐とう【郷党】 

その人の郷里。また、郷里を同じくする仲間。「―の期待をになう」 

 

 

きょう‐ねつ【狂熱】 

狂おしいほどの激しい情熱。「―の恋」  
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きょう‐れん【狂恋】 

正気でなくなるほどの激しい恋。 

 

 

きょ‐かい【巨魁】 

頭目。首領。ふつう、悪者の頭領をいう。「暗黒街の―」 

 

 

きょく‐しょ【極所】 

行き着く所。「―に至る」 

 

 

きょく‐そう【曲想】 

楽曲の構想やテーマ。「―を練る」 

 

 

きょく‐のり【曲乗り】 

［名］(スル) 

馬・玉・自転車などに乗って曲芸をすること。また、変わった乗り方でそれらに乗

ること。 

 

 

きょ‐ざい【巨財】 

莫大な財産。「―を蓄える」 

 

 

きょ‐し【拒止】 

［名］(スル) 

こばみとどめること。防ぎ止めること。「進入を―する」  
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きょ‐しゅう【醵集】 

［名］(スル) 

金品を出し合って、集めること。「寄付を―する」 

 

 

きょ‐しゅつ【醵出】 

［名］(スル) 

金品を出し合うこと。「災害の見舞金を―する」 

 

 

きょっ‐かん【極諫】 

［名］(スル) 

言葉を尽くして厳しくいさめること。「身命を賭して―する」 

 

 

きょ‐よ【許与】 

［名］(スル) 

許し与えること。また、許可を与えること。「資格を―する」 

 

 

きょ‐り【巨利】 

大きな利益。「―をむさぼる」 

 

 

きょ‐れい【虚礼】 

うわべばかりで誠意を伴わない礼儀。形式的な礼儀。「―廃止」 

 

 

き‐りゃく【機略】 

その時その時の状況に応じたはかりごと。臨機応変の策略。「―に富む」「―縦横」  
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きりょう‐じん【器量人】 

大きな物事をなしとげる能力をそなえた人。 

 

 

きりょう‐まけ【器量負け】 

［名］(スル) 

① 才能があるばかりに、失敗したり不幸になったりすること。 

② 顔だちが美しすぎて、かえって縁遠かったり不幸になったりすること。 

 

 

きりん‐じ【麒麟児】 

才能・技芸が特にすぐれ、将来性のある若者。 

 

 

きん‐しゅく【緊縮】 

［名］(スル) 

支出を切りつめること。「家計を―する」 

 

 

きん‐てい【謹呈】 

［名］(スル) 

つつしんで差し上げること。物を贈るときに用いる語。「拙著を―する」 

 

 

きん‐ばつ【禁伐】 

山林などの樹木の伐採を禁止すること。「―林」 

 

 

きん‐ゆ【禁輸】 

輸出入を禁止すること。「―品目」  
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 おわりに 

 
 

【あいさつ】 

  

語彙辞典を読んでくださり、ありがとうございました。 

 

当レポートを制作したショウヘイと申します。 

 

 

私は旅する作家という生き方を理想としています。日本や世界の各地を渡り歩くこ

とで、作家としての引き出し（人生経験）を増やし、より良質な物語を世に送り出

し続ける……そんな自由な作家生活です。 

 

また、個人で稼ぐ能力を身に付けることで、会社に時間と場所を縛られない人生の

実現も目指します。個人で安定した収入を得られれば、出版社の編集者の言いなり

にならずに、自分が心から好きな物語を創作できるようにもなるからです。 

 

 

私が運営しているブログ【ノマドクリエイターの執務室】では、旅する作家になる

ために役立つ情報を発信しています。もちろん、小説家・ラノベ作家として活躍す

るために役立つ創作論も公開しています。 

 

時間と場所に縛られない、新しい作家の生き方に興味がありましたら、ぜひブログ

を覗いてみてください。   

   

       ↓   ↓    ↓ 

 

■ ブログ：ノマドクリエイターの執務室（https://ノマドクリエイター.net） 

 

 

https://ノマドクリエイター.net/
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